
平成21年度
東北地方ダム管理フォローアップ委員会

白川ダム 定期報告書

平成22年2月
東北地方整備局



１．事業の概要



白川ダムは、最上川水系の洪水による氾
濫を防御するほか、豊かな水資源を活用
し、21世紀の山形の新しい産業づくりのた
め、19年の歳月をもって、昭和55年10月
に完成し、平成22年で、30年が経過。

1.1 白川ダムの概要 事業の概要①

ダムの諸元ダムの諸元

形式：ロックフィルダム
（中央コア型）

ダムの高さ：66.0m

ダムの長さ：フィル堤体 348.2m

余水吐 71.4m

総貯水容量：50,000千m3

流域面積：205.0km2

湛水面積： 2.7km2



白川ダムの管理は、ダム建設の目的であ
る、洪水調節、かんがい用水、発電の機
能を十分発揮させるため、適正な運用を
行うとともに、貯水池の環境機能の維持
を図るものです。

1.2 白川ダムの容量配分 事業の概要②

ダムの目的ダムの目的

◆洪水調節

◆かんがい用水の供給

◆工業用水の供給

◆発電

貯水池容量配分図

 

総貯水容量

50,000千ｍ３

堆砂容量9,000千ｍ３

有効貯水容量

41,000千ｍ３



1.3 白川ダムの貯水池運用 事業の概要③

予備発電機の点検

浸透流の観測

クレストゲートの点検

湖岸公園の点検 (H20年GW前)

季節によりと貯水池の水位が大きく変動



白川ダムでは、融雪による流入量の増加に対処するため、春
季に頻繁に貯水位維持のためのゲート操作を行っている。

4、5月のゲート操作日数は、洪水期の7月よりも多く、4月は
1回／2日を上回る頻度となっている。

1.4 白川ダムのゲート操作の実績 事業の概要④
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２．洪水調節



ダム地点の流入量（計画高水流
量）1.400m3/sを調節してダムから
300m3/sを放流して、本川合流後
の長井市(小出)で3,800m3/sを
3,400m3/sに低減させ、下流地域を
洪水の被害から防御する。

2.1 洪水調節計画 洪水調節①

洪水調節図 [白川ダム地点洪水調節図]

放流方式：一定率一定量方式

Qout＝(Qin-200) ×0.083+200



白川ダムは、管理を開始(昭和56年10
月)してから平成20年度までに、洪水
調節を25回実施。

至近10ヵ年の中では、平成18年7月に
最大流入量が既往第1位を記録。

月別発生回数では、7月～8月の前線
性の洪水が多い。

2.2 洪水調節実績 洪水調節②

洪水年月日 洪水要因
最大流入量

(m3/s）

最大放流量

(m3/s）

調節量

（m3/s)
最高水位
（EL.m）

順位

S57.4.16 低気圧及び融雪 322.90 209.60 113.30 336.09 第三位

H5.8.27 台風11号 319.86 199.50 120.36 320.26 第四位

H14.7.10 梅雨前線及び台風6号 434.25 235.25 199.00 324.81 第二位

H16.7.17 梅雨前線 311.37 210.24 101.13 324.73 第五位

H18.7.15 梅雨前線 461.66 217.39 288.29 325.02 第一位

洪水年月日 洪水要因
最大流入量

(m3/s）

最大放流量

(m3/s）

調節量

（m3/s)
最高水位
（EL.m）

順位

S57.4.16 低気圧及び融雪 322.90 209.60 113.30 336.09 第三位

H5.8.27 台風11号 319.86 199.50 120.36 320.26 第四位

H14.7.10 梅雨前線及び台風6号 434.25 235.25 199.00 324.81 第二位

H16.7.17 梅雨前線 311.37 210.24 101.13 324.73 第五位

H18.7.15 梅雨前線 461.66 217.39 288.29 325.02 第一位

月別洪水発生回数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

洪
水
発
生
回
数

(回
)

月



最大流入量は約460m3/s、最大放流量は約220m3/s。

洪水調節により、白川ダム下流の椿地点において、ダムが無い場
合に比べ、ピーク流量で約230 m3/s、水位で約0.56 m低減させた。

2.3 洪水調節効果（１） 洪水調節③

平成18年7月15日(既往第1位)洪水の洪水調節実績
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白川ダムは、洪水調節と併せ、流木及び塵芥を下流へ流下するこ
とを防ぐという副次的な効果も果たしており、昭和57年～平成19年
までに処理した流木量は約7,800m3に達する。

収集した流木は、薪やガーデニング、オブジェ、小物の素材として
利活用している方々のために、希望者には
流木を無料で提供している。

2.4 洪水調節の副次効果 洪水調節④
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2.5 洪水調節の評価 洪水調節⑤

管理開始以来、平成20年度までに、洪水調節を25回実施。
平成18年7月洪水は、管理開始以来、既往最大の洪水となった。
白川椿地点では、ダムが無かった場合に想定される水位から
56cm低下させることができたと推定。
流木や塵埃の処理により、下流の安全性の確保や良好な河川景
観の確保等の副次効果につながり、また、無料配布等による有効
利用で焼却コストの削減などが図られている。

今後も下流域の洪水被害軽減のため、気象情報等に十
分注意し、早めの参集に心がけ、引き続き適切な洪水調節
操作を行う。



３．利水補給



白川ダムにおける利水補給計画は、不特定かんがい(流水の正常
な機能維持流量)、 特定かんがい、発電、工業用水となっている。

3.1 利水補給計画 利水補給①

白川ダム利水補給計画模式図



至近10カ年の平均取水量は、約17百万m3となっている。

過去10年も安定した補給を実施。

3.2 利水補給実績と効果（かんがい） 利水補給②

安定取水により、
水稲収穫量の安
定確保にも貢献し
ています

作付面積の推移（置賜地域）
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3.3 利水補給の評価 利水補給③

白川ダムの水は、不特定かんがい(流水の正常な機能維持流量)、 特定か
んがい、発電、工業用水に使用されている。

白川ダムからの特定かんがい補給により、安定的なかんがい用水の補給
により、水稲収穫量も安定している。平成20年の取水実績は、年間17,660
千m3。

平成20年の発電取水実績は、年間337,482千m3/sで、年間発生電力量
32,261MWHの発電が行われている。

CO2排出量で比較すると、水力発電のCO2排出量比率は、石油火力発電
の1／67、石炭火力発電の1 ／89であり、CO2削減に貢献している。

白川ダムは農業用水、発電のための水源として、重要な役割
を担っており、安定した利水量確保のため、今後も河川の
流況に注意するとともに関係機関と連携し、適切な管理を
行う。



４．堆砂



平成20年における白川ダム貯水池内の堆砂は計画堆砂量以下で推移。

H15～H18（3年間）の堆砂量は、計画堆砂量の約1.9倍。

4.1堆砂状況 堆砂①

計画堆砂年 経過年数
計画堆砂容量

(千m3)
総堆砂量(H20現在)

(千m3)
堆砂率

100 29 9,000 1,938 21.5%

白川ダムの堆砂状況
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白川ダムでは、平成５年３月に貯砂ダムを設置している。

4.2 堆砂対策の状況 堆砂②

貯砂ダム写真

平成18年度には貯砂ダムの中州を撤去する工事を行い、平成19年度からは、貯砂ダムに貯まった土
砂を定期的に掘削し、施設の長寿命化を行っている。

撤去した土砂は、耕作土として一部活用。

貯砂ダムの土砂撤去作業（平成19年度）

ソバの生育状況

土砂を耕作土として利用

位置図
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スリット化施工・・・Ｈ１７～１８

（山形県施工）

4.3堆砂対策の状況 堆砂③



4.4 まとめ 堆砂④

運用開始後29年間における白川ダムの堆砂率は21.5％。

平成５年３月に貯砂ダムを建設。

平成18年より貯砂ダムの堆砂を定期的に除去し、長寿命化を
図っている。

撤去した土砂は、耕作土として活用している。

今後とも、堆砂量を継続的に把握し、必要に応じて貯砂ダム内
の堆砂を定期的に除去していく。
また、併せて、堆積土砂の有効活用（土砂還元等）を図る。



５．水質
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BOD(75％値)

5.3 水質の状況（下流河川） 河川A類型 水質③

ダム完成前のS52、S55以
外は環境基準を達成。

T-P(平均値)

ほぼ0.01mg/L前後で推
移。

大腸菌群数 (平均値）

環境基準を達成していな
い年もあり。

SS(平均値)

S53年以外は環境基準を
達成。
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白川ダムでは概ね2年に1回の程度で貯水池における淡水赤潮が発生。

淡水赤潮の構成種は主に鞭毛藻類であり、貧栄養状態でも発生することから、貯
水池内における集積（水位低下）が要因の一つと考えられるが、発生メカニズムは
未だ十分に解明されていない。

淡水赤潮発生による地域住民からの苦情、取水停止等の問題は生じていない。

5.４ 水質現象の状況（淡水赤潮） 水質④

 
昭和60年 24 16

昭和61年 19 19

昭和62年 10 21

昭和63年
平成元年 17 23 4

平成2年 6 20 22

平成3年
平成4年
平成5年 2

平成6年
平成7年
平成8年
平成9年
平成10年 30 22

平成11年 26 30

平成12年
平成13年
平成14年 5

平成15年
平成16年 28 9

平成17年 27 20

平成18年 1 7

平成19年 5

平成20年

10月6月 7月 8月 9月
淡水赤潮の発生時期淡水赤潮の発生状況

べんもうそうるい



5.5水質の評価 水質⑤

年間値で見ると、流入河川・下流河川・貯水池のいずれも概
ね環境基準値を達成。

出水の影響によって濁質に関するSS値などが高くなることが
ある。

流入河川・下流河川の大腸菌群数を除き、近年の環境基準達
成率は良好。

今後も引き続き調査を行い、併せて、水質保全の啓発を図り
、貯水池内及び河川等の良好な水質の維持に努める。
淡水赤潮に対しては、引き続き経過観察を行い、淡水赤潮
の発生動向を把握する。



６．生物



6.1 ダム湖及び周辺環境の特徴① 生物①

ロードストライク（ロードキル）

・ダム湖周辺で発生している。

・イモリ・ヤマカガシ・シマヘビなど。

・継続的な情報収集と多発箇所の有無の把握が必要である。

• 植物相

H16 経年

確認種 701種 813種

新規種 110種(イヌシダ・ミヤマメ
シダ・ツルマンネングサ
等）

特定種 56種(オオニガナ・ヒメシャ
ガ・ミクリ等)

94種（オオミスミソウ・コシノカ
ンアオイなど）

帰化
植物

55種（ヒメスイバ・ノハラナ
デシコ等）

63種（シロツメグサ・ハルジオ
ンなど）

その他 貯砂ダム上流は絶滅危惧植物の生育を含めた河岸植生の
豊かさから「白川ダム拠水植物群落」として指定されていま
す(レッドデータブック山形 2004年）。

経年傾向
・前回調査より確認種数は93種増加している。数馬釣堀の池沼植
物群落において、ヨシの繁茂により陸地化が進行しており、前回
確認されていた湿性植物が確認されなかった。水生植物のマツモ
は確認されている。



項目 年度 出現状況（最新調査回） 出現状況（経年） 経年傾向

魚類 H19

・種類数：5科16種
・新規出現種：3科5種（スナヤツメ・
カジカ・カマツカ等）
・特定種：3種(スナヤツメ・カジカ・エ
ゾウグイ)
・外来種：5種(タイリクバラタナゴ・ゲ
ンゴロウブナ・オイカワ・モツゴ・タモ
ロコ)

・種類数：8科20種

・特定種：5種(ヤマメ・エゾウグイ等)

・外来種：6種(ニジマス・タイリクバラ
タナゴ・ゲンゴロウブナ・オイカワ・モ
ツゴ・タモロコ)

止水性魚類、回遊性魚類が継続し
て確認されており、ダムによる止水
環境の存在によるものと考えられる

底生動物 H19

・種類数：55科113種
・新規出現種：26科44種（オオタニ
シ・ツリミミズフタバコカゲロウ）
・特定種：3科3種 (モノアラガイ・オオ
タニシ・オナガミズスマシ）
・外来種：0種

・種類数：59科133種

・特定種：3科3種(モノアラガイ・オオ
タニシ・オナガミズスマシ)
・外来種：0種

イトミミズ科が経年的に確認されて
おり、ダムの存在・供用による止水
環境の存在によるものと考えられる

哺乳類 H18

・種類数：11科18種
・新規出現種：2種（ヒナコウモリ科
の一種）
・特定種：2種（ニホンリス・カモシカ）

・外来種：1種（ハクビシン）

・種類数：14科28種

・特定種：2種(ニホンリス・カモシカ）

・外来種：1種(ハクビシン)

確認種数に増加傾向がみられる。

鳥類 H20

・種類数：38科84種
・新規出現種：2種(ホオジロガモ・ト
モエガモ）
・特定種：18種(サンショウクイ・オオ
ルリ等)
・外来種：0種

・種類数：39科106種

・特定種：27種(オシドリ・ミサゴ等）

・外来種：1種(ドバト)

猛禽類や樹林性の鳥類など、多様
な鳥類が確認されており、鳥類相の
多様性は確保されていると考えられ
る

6.2 ダム湖および周辺環境の特徴② 生物②



6.3 流入・下流河川の生物相 生物③

出現状況(最新調査回） 出現状況(経年） 経年傾向

流
入
河
川

魚類
H19

・種類数：6科9種
・新規出現種：1種（アメマス）
・特定種：3種（ヤマメ・カジカ・スナヤ
ツメ）
・外来種：1種（オイカワ）

・種類数：8科20種

・特定種：4種（カジカ・スナヤツメ・エ
ゾウグイ・ヤマメ）
・外来種：4種（オイカワ・モツゴ・タモ
ロコ・ニジマス）

回遊性魚類（トウヨシノボリ）が継続
して確認されている。

底生動物
H19

・種類数：52科118種
・新規出現種：20科34種（カワニナ・
コカゲロウ等）
・特定種：2種（モノアラガイ・ニホンア
ミカモドキ）
・外来種：0種

・種類数：67科176種

・特定種：2種（モノアラガイ・ニホンア
ミカモドキ）
・外来種：0種

緩流環境を好むマダラカゲロウ科の
優占が継続しており、大きな変化は
みられない

下
流
河
川

魚類
H19

・種類数：6科18種
・新規出現種：3種（フクドジョウ等）
・特定種：2種（ヤリタナゴ・カジカ）

・外来種：5種（フクドジョウ・モツゴ・ビ
ワヒガイ・タモロコ・オイカワ)

・種類数：12科32種

・特定種：4種（ヤリタナゴ・ヤマメ・カ
ジカ・アカザ）
・外来種：8種（タイリクバラタナゴ・フ
クドジョウなど）

砂礫や浮き石の下を産卵床とする底
生魚が経年的に確認されている。

底生動物
H19

・種類数：57科122種
・新規出現種：21科31種（フタモンコ
カゲロウ・オオクママダラカゲロウ・
ニンギョウトビケラ等）
・特定種：3種(モノアラガイ・コオナガ
ミズスマシ・マルガタゲンゴロウ)
・外来種：2種（サカマキガイ・アメリカ
ザリガニ）

・種類数：69科185種

・特定種：3種（モノアラガイ・コオナガ
ミズスマシ・マルガタゲンゴロウ）
・外来種：2種（サカマキガイ・アメリカ
ザリガニ）

ユスリカ等河床に巣穴を掘り生活す
る掘潜型の底生動物の増加がみら
れる。



6.4 評価とりまとめ 生物④

白川ダム周辺ダム周辺が「源流の森」「水源の森」として保全され、環境が良好
な状態に保たれており、生物相は、植物相、鳥類相ともに経年的に大きな変化
はみられない。

ダム湖内では止水性魚類のギンブナや底生動物のイトミミズ科が増加傾向に
あり、ダム湖の止水環境に応じた生物相が形成されている。

流入河川では、回遊性魚類が確認されており、ダムによる河川分断により、ダ
ム湖を海の代わりとして回遊して一生を淡水域で過ごす陸封化が起きている
可能性が考えられる。

下流河川では、底生魚類(カジカ・ドジョウなど)や掘潜型底生動物(ユスリカ科
など)の増加がみられる。

引き続き、生物等調査や河川巡視等を通じ、実態把握を
行い、貯水池内及び流入河川等の良好な水辺環境の保全に
努める。



７．水源地域動態



7.1白川ダム周辺の状況 水源地域動態①

オートキャンプ場

白川ダム湖岸公園

白川荘

源流の森

とよさと荘

フォレストいいで

オートキャンプ場

源流の森

フォレストいいで

白川ダムは、「源流の森」、保養施設「白川荘」、オートキャンプ場、白川ダム湖岸
公園などが隣接し、観光・レクリエーションの場となっており、｢豊かな緑と水郷の
里｣が形成されている。



7.2白川ダムの利用 水源地域動態②

白川ダム及び貯砂ダムが完成し、ダム湖上流に水面が創出された。

その後、ダム湖を活かした環境整備事業の完成により、美しい白川湖畔・雄壮な飯豊山・
清流白川が織りなす大自然を満喫できる場として、観光客・宿泊客が大幅に増加した。

ダム湖活用環境整備事業（H12完成）と周辺施設

白川湖と飯豊山
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7.3 ダム湖利用実態調査 水源地域動態③

白川ダム及び周辺施設の利用者数は年々増加傾向でしたが、平成18年度は大き
く減少している。

利用形態は平成9年度に「源流の森」が完成したことにより施設利用が増加し、平
成15年度には約6割を占めていたが、平成18年度調査では、スポーツ・散策が増
えた一方、施設利用は3割と減少している。
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スポーツ・散策が増加

施設利用は減少

平成18年度は減少



水源地域動態⑤

SNOWえっぐフェスティバル 白川ダム炭焼き・流木楽校

中津川雪祭り 白川ダム湖畔マラソン大会 白川ダムとのふれあいの日(堤体登山)

7.4 ダム管理所と地域との関わり

白川ダム湖畔等では、地区の人達が主体となり、様々なイベントを実施。

特に、白川ダム湖畔マラソン大会は、平成２１年で２７回目を迎え、全国各
地からランナー等が約2,000人が集まり、盛大に行われている。

水源地域動態④



7.5 まとめ 水源地域動態⑤

白川ダム建設を契機として、ダム湖周辺を中心に、各種レジャー・保養施設が整備され、豊かな自然
とあいまって、「豊かな緑と水郷の里」が形成され、サービス産業の雇用機会が生まれるとともに、観
光入り込み客数は急増し、地域経済を支える新たな産業として成長してきた。

豪雪地帯という厳しい生活環境と、全国的な少子・高齢化の流れの中で、過疎化・高齢化が進展して
いる。

住民参加型のまちづくり・地域づくり活動が活発に行われている。

今後の方向性：
・水源地域の自立的・持続的な活性化を図るための“水源地域ビジョン”の推進に協力する。
・地域活性化に向け、流域住民に各種イベント等に積極的に参加できるよう働きかける。
・地域住民等にダムの役割を知ってもらい、ダムを環境教育の場として活用しながら、体験
学習型イベントを引き続きおこなう。

人口減少・流出の流れの中で、人材・資金の絶対数が不足し、観光入り込み客を地域で有効に
キャッチしきれていない状況にある。

既存の観光入り込み客を中心として、周辺地域や都市部との交流の中で、不足するものを補い、地
域づくりの輪の中で取り組み、地域の潜在的な資源を活用することにより、自立的・持続的な地域
活性化を目指すことが必要。



8.1 まとめ

管理開始(昭和56年)から平成20年までに、洪水調
節を25回実施している。流木等の処理により、下流
への安全性確保や良好な河川景観の確保等の副
次効果や無料配布による有効利用で焼却コストの
削減が図られている。

今後も洪水被害軽減のため、気象
情報等に注意し、早めに参集し、
適切な洪水調節操作を行う。また
、流木の再利用等の促進も図る。

白川ダムの水は、不特定かんがい(流水の正常な機
能維持流量)、 特定かんがい、発電、工業用水に使
用されています。

今後も河川流況に注意し、関係機
関と連携し、適切な管理を行う。

貯砂ダムを建設し、貯砂ダムの堆砂を定期的に除
去することにより、白川ダムの堆砂進行を抑制す
るとともに、長寿命化も図っている。

堆砂量を継続的に把握し、必要に応
じて貯砂ダム内の堆砂を定期的に除
去を行う。

白川ダム周辺を中心に各種レジャー・保養施設等が
整備され、「豊かな緑と水郷の里」が形成され、地域
経済を支える新たな産業として住民参加型のまちづ
くり・地域づくりに貢献している。

地域住民にダムの役割を知ってもらう
ことや、ダムを環境教育の場として活
用しながら、体験学習型イベント等を
引き続き行う。

地域への貢献

堆砂の抑制

安定した利水確保

適切な洪水調節洪水調節


